
 

 

① 反応の確認 

② 大声で叫び応援を呼ぶ（119 番通報と AED の手配） 

③ 119 番通報をして AED の手配する 

⑤ 胸骨圧迫を行う 

④ 呼吸をみる 

● 強く 

成人は、少なくとも５㎝ 

小児は、胸の厚さの１／３ 

● 速く 

少なくとも 100 回／分 

● 絶え間なく 

中断を最小にする 

⑥ 人工呼吸を行う（省略可能） 

⑦ 胸骨圧迫と人工呼吸の繰り返し（心肺蘇生法） 

⑧ AED が到着したら電源を入れ、電極パッドを装着する 

⑨ 電気ショック１回 

⑩ すぐに心肺蘇生法（２分間）

心電図の解析 

⑪ すぐに心肺蘇生法 

（２分間） 

救急隊に引き継ぐまで、または傷病者に呼吸や目的のある仕草が認められる

まで心肺蘇生を続けます。 

反応なし 

している 

していない 

回復体位 

 

 ：観察 

：処置 

電気ショックの必要あり 電気ショックの必要なし 

救命処置の流れ 


